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東京清掃労働組合退職者会機関紙

 第４回定期総会 
〈日　時〉　４月 18 日（月）

午前 10 時開会
〈場　所〉　ＳＫホール

（清掃会館地下）
〈議　案〉　①活動方針（案）

②会計予算（案）
③規約改正（案）

 懇　親　会 
〈日　時〉　４月 18 日（月）

12 時 30 分
（総会終了後）

〈場　所〉　ＳＫホール
※出欠の連絡は３月 31 日まで

にお願いします。

東京清掃退職者会第４回定期総会
４月１８日（月）午前10時開会
総会後12時半から懇親会開催

　

２
月
14
日
に
第
６
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
第
４
回
定
期
総
会
開
催

日
程
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
第
４
回
総
会
の
日
程

　

４
月
18
日
に
開
催
し
ま
す
の
で
、

是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

　

議
題
は
①
活
動
方
針
案
、
②
予

算
案
、
③
規
約
改
正
案
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
規
約
改
正
案
は
２
面

に
掲
載
し
ま
し
た
。
活
動
方
針
案

と
予
算
案
は
４
月
１
日
に
開
く
第

７
回
幹
事
会
で
検
討
し
ま
す
。

　

総
会
議
案
書
は
こ
れ
ま
で
印
刷

業
者
へ
外
注
し
て
い
ま
し
た
が
、

会
の
財
政
が
厳
し
い
の
で
、
今
回

は
自
前
印
刷
で
対
応
し
ま
す
。

■
「
再
任
用
・
再
雇
用
準
会

員
の
安
心
総
合
共
済
加
入
に

関
す
る
取
扱
い
」
を
決
定

　

再
任
用
・
再
雇
用
準
会
員
が
「
安

心
総
合
共
済
」
に
加
入
す
る
場
合

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
12
月
10
日

の
第
５
回
幹
事
会
で
趣
旨
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
が
、
２
面
に
掲
載

し
た
と
お
り
の
成
文
を
決
定
し
ま

し
た
。

■
春
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど

　

春
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
既
に
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
が
、コ
ー

ス
な
ど
の
実
施
案
を
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
部
主
催
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
参
加
者
も
確
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
会
員
拡
大
へ
向
け
た

取
組
み
の
あ
り
方
や
組
織
づ
く
り

に
つ
い
て
も
議
論
し
ま
し
た
。
幹

事
か
ら
の
主
な
意
見
は
①
退
職
者

会
に
入
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら

れ
る
取
組
み

を
で
き
な
い

か
、
②
地
域

別
会
合
を
開

催
で
き
な
い

か
な
ど
で
し

た
。
会
員
拡

大
対
策
は
総

会
議
論
の
主

要
テ
ー
マ
に

な
る
と
思
い

ま
す
。

寒桜の蜜を吸うメジロ
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東京清掃労働組合退職者会規約改正（案）
１．規約改正の目的
(1) 新規加入会員より「年の途中で加入した場合、会費を減額すべきではないか」という指摘があったこ

とを踏まえ、４月から始まる年度の半分を過ぎて新規に加入した場合は、会費を半額にすることにした。
(2) また、幹事会で「年の半分とは何か、規定すべき」との指摘があったので、会員の加入は一般的に退

職直後であることを考慮し、会費の一年は４月から翌年３月までの年度であることを定めた。
(3) あわせて、会員の規定が明記されていないので、改めて規定することにした。

２．改正条項
現　　　行 改　正　案

（組織及び構成）
第４条　この会は、東京清掃の組合員歴を有する退

職者により構成する。

②　東京清掃の組合員になっている再任用、再雇用
組合員は、準会員とし、この会の主催する行事・
活動に参加することができる。

ただし、役員になることはできない。
（会　計）
第１２条　この会の運営は、会費及び東京清掃の交

付金、寄付金その他の収入をもってあてる。
②　会費は、第１３条に定める上部団体の年会費を

含めて年額 2,000 円とする。
ただし、納入した会費は返還しない。

③　（掲載省略）
④　（掲載省略）
⑤　（掲載省略）

（施行期日）
第１５条

（組織及び構成）
第４条　この会は、東京清掃の組合員歴を有する退

職者により組織し、会員及び準会員により構成す
る。

②　東京清掃の組合員になっている再任用、再雇用
組合員は、準会員とし、この会の主催する行事・
活動に参加することができる。

ただし、役員になることはできない。
（会　計）
第１２条　この会の運営は、会費及び東京清掃の交

付金、寄付金その他の収入をもってあてる。
②　会費は、４月１日から翌年の３月３１日までの

一年間を期間とし、第１３条に定める上部団体の
年会費を含めて年額 2,000 円とする。

ただし、10 月１日から翌年３月３１日までの
間に新規加入した場合の会費は半額の 1,000 円
とする。

納入した会費は返還しない。
③　（掲載省略）
④　（掲載省略）
⑤　（掲載省略）

（施行期日）
第１５条　
④　この規約は、2011 年４月 18 日より施行する。
（会員規定整備及び会費規定改正）

東京清掃労働組合退職者会再任用・再雇用準
会員の「安心総合共済」加入に関する取扱い

2011 年２月 14 日
第 6 回幹事会決定

１．全日本自治体退職者会（以下「自治退」という）
が取り扱っている「安心総合共済」は、自治退の会
員であることが加入要件になっている。

２．東京清掃労働組合退職者会（以下「清掃退」という）
再任用・再雇用準会員は、規約により年会費を免除
しているため、自治退に未登録であるが、清掃退規
約では、準会員は役員になることを除き正会員と同
等の権利を有するものと規定されており、「安心総
合共済」に加入する権利がある。

３．再任用・再雇用準会員が「安心総合共済」に加入
する場合、自治退に加入することが必要となる。
自治退の会費は自治退都本部の会費に含まれてお
り、自治退都本部の会費は単会の会員 100 名ごと
に金額を設定した団体扱い分と、会員数に応じた個
人扱い分 600 円で構成されている。
従って、会員数の変動に直接関連するのは個人扱い
分 600 円ということになる。

４．以上のことを踏まえ、再任用・再雇用準会員が「安
心総合共済」に加入（新規及び継続）するときは、
自治退都本部会費個人扱い分に相当する 600 円を
徴収することとする。
徴収は、原則として当該再任用・再雇用準会員が所
属する支部を通じて行う。
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厚
生
労
働
省
は
１
月
28
日
、

２
０
１
１
年
度
年
金
額
は
0.4
％
引
き

下
げ
に
な
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
消
費
者
物
価
指
数

が
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
0.7
％
、
現
行
年

金
額
の
基
準
で
あ
る
２
０
０
５
年
の

物
価
に
比
べ
て
マ
イ
ナ
ス
0.4
％
に

な
っ
た
た
め
、
そ
の
分
を
引
下
げ
る

と
し
た
も
の
で
す
。

　

下
げ
幅
は
、
標
準
例
で
国
民
年
金

は
月
266
円
、
厚
生
年
金
（
基
礎
年
金

を
含
む
）
は
月
942
円
の
減
額
と
算
出

さ
れ
て
お
り
、
６
月
支
給
分
か
ら
額

が
変
わ
り
ま
す
。

　

年
金
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
組
み
込

ん
だ
制
度
で
あ
る
と
は
い
え
、
所
得

税
の
年
金
関
連
控
除
復
元
の
公
約
が

守
ら
れ
ず
、
法
人
税
減
税
が
進
行
す

る
中
で
、
年
金
額
だ
け
引
き
下
げ
ら

れ
る
こ
と
は
、
年
金
生
活
者
と
し
て

納
得
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

退
職
者
連
合
と
地
公
退
等
構
成
組

織
は
、
総
理
・
厚
生
労
働
大
臣
に
あ

て
て
抗
議
し
ま
し
た
。

　

メ
ー
デ
ー
の
歴
史
と
伝
統
を
守
る
た
め
「
統
一

メ
ー
デ
ー
」
の
開
催
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
今
年
も
分
裂
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
４

月
29
日
に
中
央
メ
ー
デ
ー
、
５
月
１
日
に
日
比
谷

メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

東
京
清
掃
の
対
応
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、
例
年

同
様
の
取
組
み
を
行
う
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

退
職
者
会
は
例
年
同
様
中
央
メ
ー
デ
ー
は
代
表

参
加
と
し
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
に
は
隊
列
を
組
め

る
参
加
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
31
日

ま
で
に
返
信
用
ハ
ガ
キ
も
よ
り
連
絡
く
だ
さ
い
。

日比谷メーデー
参加ください

利
確
立
・
均
等
待
遇
の
実
現
、
地

域
共
闘
と
未
組
織
労
働
者
の
組
織

化
に
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

春
闘
の
結

果
は
、
退
職

者
・
年
金
生

活
者
の
生
活

環
境
に
大
き

な
影
響
を
与

え
ま
す
。
現

役
の
闘
い
を

応
援
し
ま

し
ょ
う
。

非
正
規
労
働
者
の
権
利
確
立
・
雇
用
の

創
成
へ
向
け
て
春
闘
は
山
場
に

　

今
年
も
春
闘
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
し
た
。
連
合
は
①
非
正
規
労

働
者
も
含
む
全
労
働
者
の
労
働
条

件
改
善
、
②
賃
金
水
準
の
低
下
に

歯
止
め
を
か
け
水
準
維
持
を
確
保
、

③
雇
用
の
安
定
と
創
成
を
基
本
方

針
と
し
、
大
手
組
合
は
既
に
山
場

の
取
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
小
労
組
主
体
の
け
ん

り
春
闘
は
、
連
合
の
１
％
賃
上
げ

要
求
で
は
労
働
者
の
生
活
は
守
れ

な
い
と
大
幅
賃
上
げ
を
掲
げ
、
雇

用
の
確
保
、
非
正
規
労
働
者
の
権

2.24 けんり春闘第１波決起集会
（日本経団連前）

二
〇
一
一
年
度
の
年
金
額

０
・
４
％
引
下
げ
を
厚
労
省
発
表

　

地
公
退
が
九
月
に
総
務
大
臣

宛
提
出
し
た
統
一
要
求
に
対
し
、

12
月
15
日
、
逢
坂
政
務
官
か
ら

次
の
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

(1)
年
金
制
度

　
「
新
年
金
制
度
検
討
会
」
で
年

金
一
元
化
等
の
基
本
原
則
を
取

り
ま
と
め
た
。
共
済
年
金
制
度

改
革
も
、
新
年
金
制
度
の
基
本

原
則
に
基
づ
い
て
検
討
さ
れ
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

職
域
部
分
の
今
後
の
あ
り
方

も
、
民
間
の
企
業
年
金
や
退
職

金
の
実
態
等
を
踏
ま
え
た
退
職

給
付
水
準
の
官
民
均
衡
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
の

共
済
組
合
加
入
に
つ
い
て
は
、

健
康
保
険
の
運
営
や
年
金
の
制

度
設
計
の
あ
り
方
に
も
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

(2)
介
護
基
盤
整
備

　

総
務
省
は
、
厚
生
労
働
省
と

連
携
し
つ
つ
、
引
き
続
き
、
適

切
な
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
る
。

(3)
税　

制

　

公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民

税
の
特
別
控
除
は
希
望
者
の
み

を
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
市
町

村
の
税
務
シ
ス
テ
ム
改
修
や
、

新
た
な
事
務
負
担
が
生
じ
る
こ

と
と
な
る
た
め
、
困
難
。

総務省が地公退統一要求に回答
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東京清掃主催
退職者歓送会

「いろいろあったけど、組合
があってよかった」と参加者
が感想、時間を忘れて大盛会

　

２
月
18
日
、
東
京
清
掃

本
部
主
催
の
「
退
職
者
歓

送
会
」
が
開
催
さ
れ
、
今

年
度
退
職
す
る
方
、
支
部

の
引
率
者
に
、
本
部
役
員

と
退
職
者
会
を
加
え
約
50

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

歓
送
会
は
山
﨑
組
織
部

長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま

り
、
西
川
本
部
委
員
長
が

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
述

べ
、
渡
辺
退
職
者
会
会
長

が
「
高
齢
者
の
生
活
と
権

利
を
守
る
た
め
に
、
退
職

者
会
の
役
割
は
重
要
。
目

的
を
も
つ
こ
と
が
退
職
後

の
健
康
の
秘
訣
、
健
康
で
過
ご

す
た
め
に
も
退
職
者
会
に
加
入

し
、
と
も
に
楽
し
い
第
二
の
人

生
を
。」
と
、
退
職
者
会
へ
の
加

入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

吉
田
本
部
副
委
員
長
の
音
頭

に
よ
る
乾
杯
に
引
き
続
き
懇
親

会
に
入
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
積
も
る
話
し
に
花

が
咲
い
た
と
こ
ろ
で
、
参
加
し

た
退
職
者
全
員
か
ら
思
い
出
を

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
感
想
は
「
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
け
ど
、
組
合
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
。」
と
集
約
さ
れ
る
も

の
で
し
た
。

　

退
職
者
代
表
と
し
て
江
戸
川

支
部
村
山
さ
ん
が
謝
辞
を
延
べ
、

西
川
委
員
長
よ
り
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

名
残
惜
し
い
雰
囲
気
で
し
た
が
、

纐
纈
副
委
員
長
か
ら
閉
会
の
挨

拶
を
受
け
、
次
代
を
担
う
長
妻

青
年
部
長
の
音
頭
で
全
員
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
三
唱
し
、
会
を

閉
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
退
職
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
は
、
是
非
退
職
者
会
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

東京清掃退職者会
春のウオーキング

●コース　国府台から矢切の
渡し・柴又帝釈天

●日　時　３月 28 日（月）
10 時京成本線「国
府台」駅集合

※参加申込みをお忘れの方は、
至急申込書を送ってください。

３
月
26
日
に
東
京
清
掃

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

東
京
清
掃
本
部
主
催
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
、
３
月
26
日
午
後
５

時
30
分
、東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
ル
（
後

楽
園
）
で
開
か
れ
ま
す
。

　

各
地
連
３
×
５
地
連
＝
15
・
本

部
２
・
青
年
部
２
・
退
職
者
会
１

の
合
計
20
チ
ー
ム
に
よ
り
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　

退
職
者
会
チ
ー
ム
は
戸
張
さ
ん
、

岩
渕
さ
ん
、
馬
鳥

さ
ん
、
柳
さ
ん
で

歴
戦
の
強
者
ぞ
ろ

い
で
す
。
応
援
可

能
な
方
は
ふ
る
っ

て
参
加
く
だ
さ
い
。

村山さんへ記念品を
贈呈する西川委員長

退職者会もお世話に
なった杉森書記退職

退職者会を代表し
挨拶する渡辺会長

退乾杯の音頭
吉田副委員長

退閉会の挨拶
纐纈副委員長


